
11/11　ＪＡ計根別青年部　ロール看板設置�

11/14　ＪＡ計根別給油所　オープン�

10/27　平成16年度  手つなぎふれあい会  開催�

11/19　第28回 根室農業賞　受賞�
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Ｊ
Ａ
計
根
別
給
油
所
が
無
事
完
成
。
修
祓
式
や
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
も
盛
大
に
行
わ

れ
、
十
一
月
十
四
日
に
給
油
所
の
新
装
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

以
前
の
給
油
所
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
事
務
所
前
か
ら
移
転
。
営
業
開
始
か
ら
二
十
五
年
の

歴
史
と
と
も
に
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
地
下
タ
ン
ク
の
オ
イ
ル
漏
れ
防
止
や
給
油
設
備
の
更

新
を
目
的
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

給
油
所
の
工
事
は
、
八
月
の
地
鎮
祭
終
了
後
か
ら
の
着
工
と
な
り
、
約
二
ヶ
月
間
の
工
期
を

経
て
完
成
致
し
ま
し
た
。
旧
給
油
所
も
装
い
を
新
た
に
洗
車
場
へ
と
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
十

二
月
上
旬
の
完
成
を
目
途
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

工
事
中
は
、皆
様
に
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、地
域
に
愛
さ
れ
親
し
ま
れ

る
給
油
所
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
利
用
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地域に愛され親しまれる�
　　　スタンドを目指して！�
地域に愛され親しまれる�
　　　スタンドを目指して！�
地域に愛され親しまれる�
　　　スタンドを目指して！�

工事の完了が伝えられ、
キーボックスを受け取る纐纈組合長

役員・関係者により修祓式が行われた

纐纈組合長をはじめ参加者一同〝礼〟

テープカットも無事終了Zいざ営業開始Z

スタンドオープン記念すべき
第一号車は〝組合長〟

開店を待ち、少し緊張ぎみのスタッフ

テープカットを見守る関係者一同



3

組
織
機
構
図
及
び
職
員
配
置
図
　
平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
二
日
現
在�

酪

農

係

�

生

産

振

興

係

�

組

合

長

�

理
事
兼
務
参
事�

纐

纈

成

喜

�

富

田

光

夫

�

理

事

会

�
購

買

事

業

部

�

部
長
　
朝
　
長
　
能
　
成�

生

産

販

売

事

業

部

�

部
長
　
谷
　
川
　
好
　
則�

金

融

共

済

事

業

部

�

信
用
事
業
担
当
理
事
　
　�

部
長
　
佐
　
藤
　
良
　
文�

総

務

企

画

部

�

部
長
　
佐
々
木
　
照
　
弘�

金
　
　
融
　
　
課�

課
長
　
須
崎
　
　
徹�

共
　
　
済
　
　
課�

課
長
　
大
道
　
安
次�

金

融

係

�

営

農

相

談

係

�

企

画

振

興

係

�

係
長
　
熊
谷
　
昌
仙
　
　
主
査
　
川
目
　
　
剛�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

係
　  

高
橋
　
美
和�

係
長
　
課
長
兼
務
　
　  

係
　  

松
永
　
幸
子
・
岩
本
め
ぐ
美
・
深
瀬
　
　
望 

   �

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
川
　
　
茜
・
成
戸
　
道
典 

   

係
長
　
蛎
崎
　
康
夫
　
　  

係
　  

加
藤
　
敬
枝 

 

経

理

電

算

係�

総

務

係

�係
長
　
課
長
兼
務
　
　  

係
　  

川
目
　
　
聡
・
小
高
　
亜
季 

  

係
長
　
課
長
兼
務
　
　  

係
　  

小
萩
　
綾
佳 

 

共

済

係

�

係
長
　
中
島
　
　
昇
　
　  

係  

　
由
本
　
昌
子
・
七
條
由
美
子   

※■■■■は異動となりました。�

販

売

委

員

会�

総
務
企
画
委
員
会�

販
　
　
売
　
　
課�

課
長
　
岩
本
　
忠
敏�

生
産
セ
ン
タ
ー
係

�

畜

産

販

売

係

�

係
長
　
大
矢
根
裕
辞
　
　  

係  

　
堀
田
　
秀
哉
・
新
井
由
美
子
・
加
藤
　
純
子
（
臨
時
）�

係
長
　
課
長
兼
務
　
　
主
査
　
太
田
　
　
孝 

�

係
長
　
金
野
　
智
樹
　
　  

係
　  

喜
来
　
　
実
・
深
見
　
　
亮
・
大
槻
　
勝
一 

   �

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萱
岡
　
　
智
・
佐
々
木
　
完
・
星
野
　
洋
平 

   �

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
千
春
・
小
林
　
央
知
・
初
岡
　
久
司   

係
長
　
高
橋
　
英
穂�

係
長
　
課
長
兼
務
　
　  

係
　  

平
尾
絵
梨
香
（
臨
時
） 

 

酪
　
　
農
　
　
課�

課
長
　
藤
田
　
恒
久�

生
　
　
産
　
　
課�

課
長
　
桜
井
　
昭
治�

生

乳

販

売

係

�

購

買

推

進

課

�
生

活

係

�

資

材

係

�

課
長
　
中
瀬
　
　
満�

係
長
　
課
長
兼
務
　
　
主
査
　
佐
藤
　
厚
柱 

  �

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

係
　  

須
藤
　
　
功
・
小
形
　
ち
え
・
阿
部
　
将
和    

係
長
　
課
長
兼
務
　
　
主
査
　
中
野
　
　
庶
・
片
野
　
大
介 

  

燃

料

部

品

課

�

課
長
　
湯
山
　
　
貢�

燃

料

部

品

係

�
係
長
　
課
長
兼
務
　
　
主
査
　
田
渕
　
弘
行
・
小
島
由
美
子 

  

購

買

委

員

会�

監

事

会

�

内

部

審

査

室

�

業

務

審

査

室

�

室
長
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画
会
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総

務

電

算
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長
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岡
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長
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友
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画
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興
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営
　
　
農
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課
長
　
原
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人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。�



十
一
月
九
〜
十
六
日
ま
で
の
一
週
間
、

カ
ナ
ダ
の
酪
農
家
及
び
ロ
イ
ヤ
ル
ウ
ィ

ン
タ
ー
フ
ェ
ア
へ
の
視
察
に
計
根
別
集

落
か
ら
自
分
を
含
め
た
六
名
、
標
茶
農

協
か
ら
六
名
の
総
勢
十
二
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

農
場
視
察
は
、
サ
ニ
ー
メ
ー
プ
ル
フ

ァ
ー
ム
、ク
ウ
ォ
リ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム
の
三
戸
を
視

察
。
ど
の
農
場
で
も
、
全
て
の
牛
が
毛

刈
り
さ
れ
、
乳
房
の
大
き
さ
、
ハ
リ
、

形
も
優
れ
た
牛
ば
か
り
で
驚
き
の
連
続

で
し
た
。
ま
た
、
ど
の
経
営
者
も
牛
一

頭
一
頭
に
愛
情
深
く
接
し
て
お
り
、
牛

舎
及
び
周
辺
の
環
境
美
化
に
も
努
め
ら

れ
、
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

【
各
農
場
経
営
規
模
】

①
サ
ニ
ー
メ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ム

搾
乳
牛
六
〇
頭

一
頭
平
均
一
二
、
〇
〇
〇
㎏

②
ク
ウ
ォ
リ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

搾
乳
牛
七
〇
頭
　
乾
乳
一
〇
〇
頭

③
ジ
ョ
ン
ソ
ン
フ
ァ
ー
ム

総
頭
数
四
十
八
頭（
内
Ｅ
Ｘ
二
十
五
頭
）

一
頭
平
均
九
、
二
〇
〇
㎏

カ
ナ
ダ
の
酪
農
事
情
は
、
肉
牛
生
産

農
家
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
、
糞
尿
処
理
問

題
が
当
面
の
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
乳
価
に
つ
い
て
は
、
出
荷
さ
れ
た

生
乳
の
ほ
と
ん
ど
が
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー

に
加
工
さ
れ
る
た
め
、
乳
質
に
影
響
の

あ
る
サ
イ
レ
ー
ジ
は
給
餌
せ
ず
、
乳
価

4

中山間事業計根別集落

海外視察研修を
終えて
養老牛　馬場　祐太

〝ナイアガラの滝〟を体感する参加者たちロールを運ぶ自動給餌機

これは何というお城？渡辺安二さん教えて下さい

ホテルの窓から見える〝ナイアガラの滝〟 地上？ｍZ写真を撮るのも勇気が必要

クオリティーファームの見事な牛群
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は
脂
肪
と
蛋
白
含
有
量
で
の
設
定
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
観
光
で
は
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の

滝
、
ト
ロ
ン
ト
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を

そ
れ
ぞ
れ
見
学
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
で
は
、

轟
音
と
水
し
ぶ
き
の
凄
さ
を
体
感

し
、
水
量
が
少
な
い
時
期
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
迫
力
に
は
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市

内
で
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
日
本
語

が
目
に
付
き
、
私
た
ち
日
本
人
に
と

っ
て
は
、
と

て
も
過
ご
し

や
す
い
環
境

で
し
た
。

さ
て
、
海

外
視
察
の
メ

イ
ン
と
な
っ

た
ロ
イ
ヤ
ル

ウ
ィ
ン
タ
ー

フ
ェ
ア
で
す

が
、
最
初
の

驚
き
は
会
場

と
な
っ
た
ト

レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
で
の
セ

リ
で
し
た
。

「
セ
ー
ル
・
オ

ブ
・
ザ
・
ス
タ

ー
ズ
」
と
い

う
大
き
な
セ

ー
ル
で
優
れ

た
牛
を
は
じ
め
と
し
て
、
自
分
よ
り
大

き
い
牛
ば
か
り
が
揃
う
カ
ナ
ダ
の
乳
牛

を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ロ
イ
ヤ

ル
ウ
ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
会
場
は
と
て
も
広
く
、
さ
ま
ざ

ま
な
動
物
が
並
ん
で
お
り
、
ま
る
で
動

物
園
に
い
る
気
分
で
し
た
。な
か
で
も
、

ア
ン
デ
ス
山
脈
で
飼
育
さ
れ
る
牛
、
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
よ
う
に
大
き
い
牛
、
毛

が
フ
サ
フ
サ
と
生
え
た
牛
な
ど
見
る
も

の
全
て
が
新
鮮
で
し
た
。
さ
ら
に
、
共

進
会
で
は
と
て
も
い
い
牛
が
揃
い
、
そ

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
歴
然
と
し
て
い
ま

し
た
。
こ
ん
な
凄
い
共
進
会
を
見
た
の

は
生
ま
れ
て
初
め
て
Z
本
当
に
感
動
し

ま
し
た
。

こ
の
感
動
を
胸
に
日
本
へ
帰
っ
て
き

ま
し
た
が
、
移
動
時
間
の
長
さ
に
と
て

も
疲
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び

の
視
察
に
参
加
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
の
良
い
経
験
と
な
り
、
自
ら
の
酪
農

経
営
に
役
立
て
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

【
海
外
視
察
参
加
者
】

渡
辺
　
安
二
（
計
根
別
）

漆
原
　
俊
之
（
計
根
別
）

長
谷
川
正
幸
（
西
　
竹
）

馬
場
　
祐
太
（
養
老
牛
）

井
野
　
輝
子
（
養
老
牛
）

橘
本
　
キ
ク
（
養
老
牛
）

ローヤルウインターフェアでの各会場Z 日本では体験することのできない〝凄さ〟Z 会場も広いがスケールの大きさに感動しました

とても満足そうな漆原くんと馬場くん

JA標茶と合同開催となった海外研修。参加者全員で記念撮影



根
室
管
内
農
協
組
合
長
会
で
構

成
す
る
根
室
管
内
農
業
賞
委
員
会

で
は
、
農
業
協
同
組
合
運
動
の
功

績
や
農
業
経
営
の
実
践
活
動
に
顕

著
な
成
績
を
あ
げ
た
四
名
を
対
象

と
し
て
、
第
二
十
八
回
と
な
る
根

室
農
業
賞
表
彰
式
を
農
協
法
公
布

記
念
日
と
な
る
十
一
月
十
九
日
に

管
内
農
協
を
は
じ
め
と
す
る
各
関

係
機
関
を
集
い
盛
大
に
開
い
た
。

表
彰
式
で
は
、
当
委
員
会
の
丹

羽
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
開
会
さ

れ
、
来
賓
か
ら
は
西
澤
町
長
（
中

標
津
町
）
よ
り
「
根
室
酪
農
発
展

の
た
め
に
受
賞
者
皆
様
方
の
豊
富

な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
次
世

代
（
地
域
後
継
者
）
へ
伝
え
て
頂

き
た
い
」
と
話
さ
れ
、
四
名
の
受

賞
者
に
受
賞
の
喜
び
と
今
後
の
活

躍
も
期
待
さ
れ
る
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

今
年
、
計
根
別
農
業
協
同
組
合

か
ら
栄
え
あ
る
根
室
農
業
賞
を
受

賞
さ
れ
た
の
は
本
田
和
雄
さ
ん

（
養
老
牛
）。
本
田
さ
ん
の
略
歴
は
、

昭
和
四
十
七
〜
五
十
七
年
に
か
け

て
中
標
津
町
青
年
団
体
活
動
を
積

極
的
に
行
い
、
乳
牛
改
良
に
も
熱

心
に
取
り
組
み
、
管
内
の
先
駆
け

と
な
る
受
精
卵
移
植
の
普
及
啓
蒙

に
努
め
た
時
期
で
し
た
。
昭
和
六

十
一
年
に
は
農
協
役
員
に
就
任
。

以
後
十
二
年
間
と
い
う
長
き
に
わ

た
り
そ
の
職
務
を
遂
行
、
農
協
事

業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
中
標
津
農
業
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
、
計
根
別
乳
牛
検
定
組

合
長
、
中
標
津
町
農
業
委
員
を
務

め
る
な
ど
地
域
農
業
の
発
展
、
酪

農
経
営
の
改
善
、
農
地
流
動
化
な

ど
に
情
熱
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
自
ら
の
酪
農
経
営
に
お

い
て
も
経
営
の
規
模
拡
大
に
よ
り

安
定
し
た
経
営
基
盤
を
築
き
あ

げ
、
生
産
性
も
高
く
、
高
品
質
な

生
乳
生
産
を
実
践
し
、
地
域
の
模

範
と
な
る
経
営
内
容
が
認
め
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
も
高
く
評

価
さ
れ
て
の
受
賞
と
な
り
、
今
後

も
更
な
る
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。最

後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

中
春
別
農
業
協
同
組
合
の
奥
山
氏

か
ら
「
農
業
賞
を
受
賞
し
、
今
ま

で
以
上
に
農
業
、
農
協
事
業
に
尽

力
し
て
参
り
ま
す
」
と
の
お
礼
の

こ
と
ば
で
閉
会
致
し
ま
し
た
。

平成16年度第28回 根室農業賞受賞者Z

ステージ前で記念の一枚

丹羽委員長より盾が授与

組合長をはじめとして地域を代表する皆様と楽しい時間を過ごしました

根室農業賞を祝して
〝バンザーイ〟

皆様に祝福されて
会場を後にする本田夫妻

記念の〝盾と花束〟 組合長、参事と記念撮影

6
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十
月
二
十
七
日
、
本
年
で
第
五
回
を
迎
え
た
〝
手
つ
な
ぎ
ふ
れ
あ
い

会
〞。
計
根
別
地
域
に
住
む
七
十
五
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
約
五
十
名
が
集
い
、
会
員
手
づ
く
り
の
食
事
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
会
は
、〝
手
つ
な
ぎ
の
会
〞会
員
を
中
心
と
す
る
十
三
名
に

よ
り
進
め
ら
れ
、
前
日
か
ら
料
理
の
仕
込
み
や
会
場
設
営
と
大
忙
し
。

ま
た
、
料
理
で
は
参
加
者
の
好
み
や
食
べ
ら
れ
る
も
の
な
ど
へ
の
気
配

り
が
伺
え
、
紅
葉
や
野
菜
で
色

鮮
や
か
に
飾
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル

に
心
温
ま
る
料
理
が
い
く
つ
も

並
べ
ら
れ
、
美
味
し
い
料
理
と

楽
し
い
会
話
で
参
加
者
は
大
満
足
。

食
後
は
、
毎
年
恒
例
と
な
る

余
興
が
行
わ
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
と
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
で
頭
と
体

を
動
か
し
、
本
日
の
メ
イ
ン
と

な
る
参
加
者
か
ら
の
余
興
と
な

っ
た
。
今
年
の
ス
テ
ー
ジ
を
任

さ
れ
た
の
は
蛭
田
忠
吉
さ
ん（
本

別
）。
得
意
の
数
え
歌
と
華
麗
な

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
を

大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
参
加
者
を
代
表
し

て
曽
根
一
男
さ
ん
（
大
成
）
か

ら
〝
お
礼
の
こ
と
ば
〞
を
頂

き
、「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
ま

た
来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
の
言
葉
に
手
つ
な
ぎ
の

会
会
員
も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

開会を待ちわびる参加者

ビンゴゲームも大好評Z何が当たったのかな？

閉会では相澤みね会長がご挨拶

前日から準備開始Z当日も大忙しZ

美味しい食事で会員との会話も弾みました

意外と難しい〝魚釣りゲーム〟参加者を代表して挨拶は曽根一男さん（大成）

色彩も鮮やかに飾られたテーブルに本日の御馳走

今年のステージは蛭田忠吉さん（本別）。
歌と踊りが見事でした



十
月
二
十
五
〜
二
十
六
日
の
二
日

間
に
て
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
研
修
会
が
阿
寒
湖
温
泉
ホ
テ
ル

エ
メ
ラ
ル
ド
で
開
催
さ
れ
、
計
根
別

か
ら
私
と
加
藤
さ
ん
（
事
務
局
）
の

二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
初
日
は
、
森
野
志
保
さ
ん
の

講
演
で
「
キ
ラ
リ
輝
く
女
性
を
目
指

し
て
」
を
聞
き
、
タ
オ
ル
と
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
簡

単
な
ス
ト
レ

ッ
チ
体
操

「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
体
操
」

を
教
え
て
も

ら
い
ま
し

た
。
体
の
硬

い
私
に
と
っ

て
は
、
ち
ょ
っ
と
辛
い
体
操
で
し
た

が
、
心
地
よ
い
汗
を
か
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
臨
時
の

託
児
所
が
設
け
ら
れ
、
子
供
連
れ
で

も
ゆ
っ
く
り
、
の
ん
び
り
と
し
た
夕

食
で
会
話
も
弾
ん
だ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、「
家
の
光
、
読
み
聞

か
せ
の
す
す
め
」「
お
茶
の
効
能
と

美
味
し
い
入
れ
方
」
を
学
び
、
研
修

会
を
終
え
ま
し
た
。

研
修
会
に
参
加
し
た
皆
様
と
お
話

し
を
し
て
み
る
と
、「
毎
年
、
こ
の

研
修
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
研
修
会

も
そ
う
で
す
が
自
由
時
間
も
有
意
義

に
過
ご
し
、
バ
ス
の
中
で
は
、「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
。ま
た
来
年
も
…
」

と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
私
も
一
人
で
泊
ま
る
こ
と
は

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
気
持
ち
も
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
帰
っ
て

き
ま
し
た
。

研
修
会
に
参

加
す
る
こ
と

が
で
き
て
本

当
に
満
足
し

て
い
ま
す
。

十
月
二
十
八
日
、
中
標
津
町
寿
宴

に
て
〝
平
成
十
六
年
度
根
室
地
区
女

性
部
研
修
会
〞
が
開
か
れ
ま
し
た
。

本
会
の
テ
ー
マ
は
「
Ｊ
Ａ
女
性
部
か

わ
ろ
う
、
か
え
よ
う
宣
言
」。
北
海

道
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
の
就

農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
片
山
寿
美
子

さ
ん
を
招
い
て
の
講
演
会
と
な
っ

た
。講

演
は
、
農
村
女
性
の
現
状
に
つ

い
て
で
あ
り
、
講
師
か
ら
“
誰
も
が

伸
び
や
か
に
イ
キ
イ
キ
と
暮
ら
せ
る

家
庭
や
地
域
が
必
要
。
食
の
文
化
を

大
切
に
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

努
力
が
必
要
。

そ
の
も
っ
と

も
尊
い
技
術

を
持
っ
て
い

る
の
は
、
農

村
の
お
母
さ

ん
た
ち
で
あ

る
”
と
話
さ

れ
た
。

　
午
後
か
ら
の
研
修
は
、
持
ち
寄
り

読
書
。Ｊ
Ａ
の
家
庭
雑
誌
で
あ
る〝
家

の
光
〞
を
使
っ
て
読
書
の
楽
し
み
方

を
学
び
、
と
て
も
充
実
し
た
内
容
に

て
研
修
会
を
終
え
ま
し
た
。

8

気
持
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ
、

と
て
も
楽
し
い
研
修
会
で
し
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
長
　
信
　
夫
　
扶
美
子

家
庭
や
地
域
の
重
要
性
を
学
び
、

食
文
化
と
豊
か
な
人
間
性
を
育
も
う

Ｈ
16
根
室
地
区
女
性
部
研
修
会

Ｊ
Ａ
計
根
別
女
性
部
副
部
長
　
味
　
元
　
玲
　
子

森野志保さんの講義を聞く参加者体がとても硬そう。痛くないですか？

お茶を飲むのも真剣です

片山寿美子さんによる講演会Z農村女性の現状を再確認Z

真剣な眼差しでステージを見つめる
水沼部長読書の楽しみ方を学ぶ参加者。ときより笑顔もこぼれました
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十
一
月
四
日
、
養
老
牛
福
祉
会
館
に
て
地
元
女
性
部
員
が
集
ま

る
と
の
連
絡
を
う
け
、
さ
っ
そ
く
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

養
老
牛
支
部
は
、
こ
の
集
ま
り
を
「
趣
味
の
会
」
と
称
し
て
毎

週
木
曜
日
に
福
祉
会
館
へ
集
ま
り
ま
す
。本
会
で
の
主
な
活
動
は
、

女
性
部
や
地
元
行
事
の
打
合
せ
、
準
備
。
そ
の
他
に
も
手
芸
や
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
木
製
手
づ
く
り
パ
ズ
ル
づ
く
り
も
盛
ん
に
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
解
消
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
か
…
。
で
も
福
祉
会
館
は
、
保
育

所
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
た
め
に
大
き
な
声
を
出
せ
な
い
の
が
悩

み
の
よ
う
で
す
。

当
日
は
、十
二
月
に
控
え
た〝
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
〞
の
打
合

せ
で
演
芸
や
出
品
さ
れ
る
料
理
に
つ

い
て
頭
を
悩
ま
せ
て
お
り
、
本
番
で

は
何
を
し
て
頂
け
る
の
か
？
と
て
も

楽
し
み
で
す
。

趣
味
の
会
も
「
楽
し
く
出
来
れ
ば

Ｏ
Ｋ
！
」
と
話
す
会
長
の
中
村
正
子

さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
憩
い
の
場
と

し
て
、
よ
り
楽
し
い
「
趣
味
の
会
」

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
全
道
女
性
大
会
、
北
海
道
家
の

光
大
会
が
十
一
月
十
一
〜
十
二
日
の
二

日
間
に
わ
た
り
、
札
幌
市
ホ
テ
ル
・

ド
・
レ
ー
ゼ
ン
サ
ッ
ポ
ロ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
、「
心
豊
か
に
、
か
わ
ろ
う
、

か
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
ら
が
変

わ
る
こ
と
、
自
分
の
周
り
も
変
え
て
い

く
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
輝
く
女
性
と
な

り
魅
力
あ
る
女
性
部
活
動
を
目
指
そ
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。

大
会
初
日
は
、
組
織
活
動
体
験
発
表
、

農
業
経
営
実
践
事
例
発
表
、
家
の
光
記

事
活
用
体
験
発
表
、
各
種
表
彰
。
そ
し

て
記
念
講
演
で
は
二
村
ヤ
リ
子
さ
ん
を

講
師
と
し
て
「
健
康
な
自
分
を
創
る
た

め
に
、
や
さ
し
い
働
き
を
身
に
つ
け
よ

う
」
と
題
し
て
、
血
液
の
大
切
さ
、
血

液
の
流
れ
を
良
く
す
る
こ
と
で
健
康
に

な
れ
る
と
の
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
自

ら
が
レ
イ
ン
ボ
ー
体
操
を
考
案
、
指
導

し
、
多
く
の
人
の
健
康
を
願
っ
て
活
動

を
展
開
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

実
際
に
当
日
も

体
操
を
教
え
て

頂
き
、
無
理
を

せ
ず
、
毎
日
適

度
な
運
動
を
続

け
る
こ
と
が
、

若
さ
と
健
康
を

保
ち
、
自
分
の

体
は
自
ら
の
手

入
れ
で
長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
知
り
ま
し
た
。

全
体
懇
親
会
で
は
、
地
震
に
よ
り
会

場
の
大
き
な
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
揺
れ
る

ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
各
担

当
地
区
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

と
て
も
楽
し
い
会
食
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
家
の
光
専
門
講
師
の

佐
々
木
哲
夫
氏
に
よ
る
講
演
「
心
ゆ
た

か
に
」
と
題
し
て
、
今
は
物
が
豊
か
に

な
っ
て
い
る
が
、
心
は
貧
し
く
な
っ
て

い
る
。
二
十
一
世
紀
の
幸
せ
の
条
件
は

「
健
康
・
家
庭
円
満
・
お
金
」、
さ
ら
に

「
い
つ
も
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、
本
大
会
を
終
え
て
全
道
女

性
部
員
皆
様
と
の
交
流
か
ら
大
き
な
パ

ワ
ー
を
頂
き
、
今
後
の
女
性
部
活
動
に

活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
大
会
に

作
品
展
示
を
し
て

下
さ
っ
た
末
広
さ

ん
（
酪
進
）
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

心
の
豊
か
さ
と
健
康
管
理
の
大
切
さ
を

Ｊ
Ａ
全
道
女
性
大
会
、
家
の
光
大
会

記念講演での二村ヤリ子さん
「健康とは…」

懇親会でピースをするのは
西丸副部長

健康保持のために体操を学ぶ
参加者

フレッシュさんは
手作りパズルに熱中Z

役員会の進行は
中村会長と下川原さん

〝今年のレディースフェスタは
どうしよう？〟 当日集合した「趣味の会」メンバー



十
一
月
十
七
日
、
地
区
青

協
で
は
大
会
テ
ー
マ
を
「
Ｃ

Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
と
定

め
、
管
内
Ｊ
Ａ
青
年
部
員
九

十
名
を
集
い
、
今
年
も
中
標

津
寿
宴
に
て
盛
大
に
開
い
た
。

青
年
部
大
会
は
、
根
釧
農

業
試
験
場
の
原
仁
氏
を
講
師

と
し
て
「
最
近
の
酪
農
情
勢

と
青
年
農
業
後
継
者
に
期
待

す
る
こ
と
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
参
加
し
た
部
員
は
分
散
会
へ

と
会
場
を
移
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述

べ
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

分
散
会
で
の
主
な
意
見
は
、
施
設
・
機
械

の
老
朽
化
に
よ
る
新
規
投
資
。
生
産
性
向

上
に
伴
う
労
働
力
不
足
。
将
来
的
な
酪
農

経
営
に
対
す
る
不
安
。
が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
分
散
会
で
は
、
自
分
の
能

力
に
あ
っ
た
経
営
と
自
分
を
見
つ
め
る

力
、
規
模
拡
大
に
伴
う
技
術
の
選
択
が
重

要
と
の
見
解
で
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
の
地
区
大
会
で
は
当
青

年
部
か
ら
養
老
牛
支
部
の
中
村
正
博
く
ん

が
青
年
の
主
張
を
発
表
。「
使
命
の
舞
台

に
…
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
地
元
を
愛

す
る
青
年
部
員
が
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
む
な
か
青
年
活
動
を
通
じ
て
自
ら
の

安
定
し
た
酪
農
経
営
と
地
域
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。結
果
は
、

僅
差
で
敗
れ
た
も
の
の
制
限
時
間
オ
ー
バ

ー
で
の
減
点
が
勝
敗
を
左
右
し
、
と
て
も

悔
し
い
思
い
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
。

地
区
大
会
の
締
め
は
、
今
年
か
ら
企
画

さ
れ
た
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
Ｊ

Ａ
青
年
部
の
歌
を
誰
が
上
手

に
歌
う
か
？
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
企
画
に
Ｊ
Ａ
上
春

別
青
年
部
の
金
川
く
ん
が
立

候
補
。
個
性
あ
る
コ
ス
チ
ュ

ー
ム
で
本
人
が
壇
上
に
現
れ

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が

沸
き
、
全
道
大
会
出
場
に
向

け
て
自
慢
の
歌
声
が
披
露
さ

れ
無
事
大
会
を
終
え
ま
し
た
。

年部　　　版�

青
年
部
で
は
、
共
済
事
業
の
現

状
、
獣
医
師
と
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
年
度
当
初

よ
り
計
画
し
て
い
た
懇
談
会
を
十

一
月
二
十
六
日
、
養
老
牛
温
泉
ホ

テ
ル
養
老
牛
荘
で
開
い
た
。

当
日
は
、青
年
部
員
三
十
一
名
、

獣
医
師
四
名
の
参
加
に
よ
り
懇
談

会
が
進
め
ら
れ
た
。
懇
談
会
の
始

め
は
、
内
田
獣
医
師
に
よ
る
勉
強

会
。
手
術
頭
数
の
推
移
、
第
四
胃

変
位
の
発
症
率
及
び
パ
ソ
コ
ン
を

用
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
に
よ
る
四
変
の
発
症
を
映

像
化
、
さ
ら
に
は
ビ
デ
オ
に
収
め

た
実
際
の
手
術
現
場
を
放
映
す
る

な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
へ
と
移
り
、

部
員
と
獣
医
師
が
個
々
に
日
頃
の

悩
み
や
相
談
事
、
世
間
ば
な
し
で

会
話
が
弾
み
ま
し
た
。
獣
医
師
か

ら
「
昨
年
か
ら
望
ん
で
い
た
懇
談

会
が
実
現
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の

よ
う
な
機
会
を
持
ち
た
い
」
と
話

さ
れ
、
青
年
部
員
か
ら
も
「
四
変

の
発
症
が
よ
く
理
解
で
き
た
。
手

術
を
見
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
」

な
ど
の
声
も
あ
り
、
と
て
も
有
意

義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

青年の主張惜しくも代表逃す 根室地区ＪＡ青年部大会

四
変
の
発
症
と

四
変
の
発
症
と
�

手
術
内
容
を
知
る

手
術
内
容
を
知
る
�

四
変
の
発
症
と
�

手
術
内
容
を
知
る
�

共
済
懇
親
会
�

青年の主張は中村正博くん（養老牛）。
「使命の舞台に…」

根室地区を代表してカラオケを熱唱する金川くん
分散会では部員それぞれが意見交換

根釧農試原氏による酪農情勢の説明

懇親会も盛り上がり、獣医師若干1名が脱落四変の発症率を学ぶ青年部員当日の講師は内藤獣医。お疲れさまでした

10
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今
年
も
青
年
部
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

牛
乳
乳
製
品
の
消
費
拡

大
を
呼
び
掛
け
た
ロ
ー

ル
看
板
を
十
一
月
十
一

日
に
計
根
別
市
街
か
ら

中
標
津
方
面
へ
一
㎞
ほ

ど
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
設

置
し
た
。

当
日
の
天
候
は
く
も
り
、
今
に
も
雨

が
降
り
そ
う
な
寒
空
の
な
か
青
年
部
員

二
十
名
が
集
い
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
ラ
ッ

プ
マ
シ
ー
ン
、
ブ
ラ
シ
カ
ッ
タ
ー
を
持

ち
寄
り
一
斉
に
作
業
を
開
始
し
た
。

今
年
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
〝
ご
は
ん
と

一
緒
に
…
牛
乳
、
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル

ト
〞。皆
様
も
ご
存
知
の
〝
３
―
Ａ
―
Ｄ

ａ
ｙ
〞
運
動
を
意
識
し
た
も
の
で
す
。

今
年
の
ロ
ー
ル
看
板
の
出
来
栄
え
は
ま

ず
ま
ず
。
例
年
よ
り
文
字
を
カ
ラ
フ
ル

に
し
て
綺
麗
に
完
成
で
き
た
と
実
感
し

て
お
り
ま
す
。

皆
様
も
こ
の
ロ
ー
ル
看
板
を
見
て

〝
一
日
三
回

牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
〞

牛
乳
の
あ
と
は
チ
ー
ズ
と
ヨ
ー
グ
ル

ト
も
忘
れ
ず
に
…

十
一
月
一
日
、
早
朝
か
ら
小
雨
が
降
り
続
く

な
か
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
会
中
止
も
危
ぶ
ま
れ

る
ほ
ど
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
か
ら

大
会
主
催
者
側
の
行
い
が
良
か
っ
た
の
か
？
小

雨
も
止
み
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
態
も
良
好
の
も
と

予
定
ど
お
り
大
会
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
悪
天
候
も
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら

部
員
の
集
ま
り
も
悪
く
、
各
支
部
・
実
習
生
で
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
戦
い
と

な
り
ま
し
た
。
試
合
開
始
直
後
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
ゲ
ー
ム

が
進
行
。
し
か
し
、
中
盤
以
降
は
、
体
を
は
っ
た
〝
熱
血
プ
レ
ー
が
炸
裂
〞
し
、

大
乱
打
戦
の
末
十
二
対
十
二
で
引
き
分
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
支
部
、
部
員
、
実
習
生
と
そ
れ
ぞ
れ
の
親

睦
が
深
ま
る
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

親
睦
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

好プレー、珍プレーが続出！�好プレー、珍プレーが続出！�

熱血プレーで親睦を深めた�
ソフトボール大会�

熱血プレーで親睦を深めた�
ソフトボール大会�

今年も作りました〝ロール看板〟Z 牛乳消費拡大を呼びかけて…

参加した部員総がかりでの草刈り

当日作業機械を用意してくれた
計根別支部の皆様ありがとうございました

〝絶好球〟でも結果は？とても楽しそうな二瓶副部長
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十
一
月
十
日
、
三
年
ぶ
り
の
復
活
と
な
っ
た

青
年
部
親
睦
魚
釣
り
大
会
。
釣
り
好
き
の
人
か

ら
そ
の
日
が
始
め
て
の
人
ま
で
二
十
名
が
尾
岱

沼
に
集
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
我
が
一
番
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
大

物
を
狙
い
、
マ
ン
ガ
〝
釣
り
キ
チ
三
平
〞
を
思

わ
せ
る
ほ
ど
で
し
た
。今
回
の
魚
釣
り
大
会
は
、

〝
コ
マ
イ
〞
限
定
で
い
か
に
大
き
く
、
た
く
さ

ん
釣
る
か
を
競
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
本

命
の
〝
コ
マ
イ
〞
も
な
か
な
か
釣
れ
ず
ア
ブ
ラ

コ
、
カ
ジ
カ
、
カ
レ
イ
、
カ
ニ
な
ど
と
、
ほ
と

ん
ど
が
〝
五
目
釣
り
〞
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
部
員
は
思
い
思
い
に
魚
釣
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

大
き
か
っ
た
で
賞
　
長
谷
川
孝
二
く
ん

沢
山
釣
っ
た
で
賞
　
本
田
　
　
勉
く
ん

小
さ
か
っ
た
で
賞
　
岡
部
　
勝
次
く
ん

釣
れ
な
か
っ
た
賞
　
鹿
野
　
亮
平
く
ん

飯
島
　
裕
治
く
ん

い
よ
い
よ
営
農
計
画
書
作
成
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
農
協
営
農
課
と
パ
ソ
コ
ン
部
会
で
は
、
十
七
年
度
の

生
乳
生
産
を
把
握
す
べ
く
十
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
の

日
程
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
開
い
た
。

初
日
の
講
習
会
で
は
、
青
年
部
員
十
名
、
組
合
員
二
名
が

参
加
。
講
習
会
期
間
中
に
約
五
十
名
の
参
加
者
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
生
乳
生
産
計
画
は
、
繁
殖
成
績
・
廃
用
予
定
牛
・

初
産
分
娩
牛
を
把
握
し
、
個
体
乳
量
の
積
み
上
げ
を
パ
ソ
コ

ン
に
入
力
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
生
乳
生
産
計
画

を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
、「
毎
月
の
分
娩
頭
数
、
乳
量
の

変
動
が
ハ
ッ
キ
リ
と
判
る
」「
収
支
計
画
に
も
充
分
役
立
つ
」

な
ど
と
話
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。
営

農
計
画
書
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
と
あ
わ
せ
て
、
今
後
も
継
続
さ

せ
た
い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

より精度の高い�
　生乳生産計画を�
より精度の高い�
　生乳生産計画を�

農協営農課、パソコン部会�

復活�

とても大きなカジカは小林くん

この日の〝大きかったで賞〟受賞者は
長谷川くん

横一線に並んだ釣竿も約50本

魚釣りなのに〝カニ〟を釣って喜ぶ大沢くん

いよいよ始まりました営農計画書Zこの日は部員も真剣です
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小林  謙二（大成支部）�
Ｓ42.7.18　37才�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．読書！小説が大好きで部屋の一室は書斎になっているようです。�
Ｑ２．就農したキッカケは？�
Ａ２．４年間普及員をしていたが、酪農に魅かれる何かがあった！�
Ｑ３．今、欲しいものはありますか？�
Ａ３．時間！�
Ｑ４．今、興味のあることは？�
Ａ４．12月に開催される全道青年部大会！�
Ｑ５．好きな女性のタイプは？有名人に例えると�
Ａ５．田中美佐子（みんな知ってるかな？）�
Ｑ６．将来の目標は？�
Ａ６．楽しい家庭があれば…�
Ｑ７．友達を紹介してください。�
Ａ７．計根別支部の小林雄一くんです。�
Ｑ８．なぜ小林くんを選んだのですか？�
Ａ８．数少ない昭和42年生まれ。身内じゃないけど小林つながり�
�

Ｑ１．あなたの趣味は？�
Ａ１．読書！小説が大好きで部屋の一室は書斎になっているようです。�
Ｑ２．就農したキッカケは？�
Ａ２．４年間普及員をしていたが、酪農に魅かれる何かがあった！�
Ｑ３．今、欲しいものはありますか？�
Ａ３．時間！�
Ｑ４．今、興味のあることは？�
Ａ４．12月に開催される全道青年部大会！�
Ｑ５．好きな女性のタイプは？有名人に例えると�
Ａ５．田中美佐子（みんな知ってるかな？）�
Ｑ６．将来の目標は？�
Ａ６．楽しい家庭があれば…�
Ｑ７．友達を紹介してください。�
Ａ７．計根別支部の小林雄一くんです。�
Ｑ８．なぜ小林くんを選んだのですか？�
Ａ８．数少ない昭和42年生まれ。身内じゃないけど小林つながり�
�

製　作　平成４年11月？�
価　格　10,000円以下？（厚鉄板のみ）�
重　量　推定　約250㎏（鉄板だけでも200㎏）�
思い出　当時、ハンバーグを焼くのに釧路和商市場まで遠征。�
　　　　イベント開催時期も農繁期の７月上旬と一番忙しい�
　　　　時期であり、とても苦労されたようです。�
�

　
今
月
の
逸
品
館
は
、
皆
様
に
も
お
な
じ
み
の
　
ジ
ャ
ン
ボ

ハ
ン
バ
ー
グ
　
を
紹
介
致
し
ま
す
。�

　
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
焼
く
鉄
板
も
製
作
さ
れ
て
か
ら

十
年
以
上
も
の
歴
史
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
青
年
部
長
熊
坂
修
一
さ
ん
が
発
案
、
製
作
を
行
っ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
購
入
し
た
資
材
も
厚
鉄
板
の
み
、
フ
レ
ー

ム
も
廃
材
利
用
に
よ
り
低
コ
ス
ト
で
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
も
平
成
四
年
度
に
上
標
津
で
開
催

さ
れ
た
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
で
初
登
場
。
今
で
は
、
ス
プ
リ
ン
グ
・

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ア
、
伯
爵
ま
つ
り
、
別
海
産
業
祭
な
ど
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
大
人
気
と
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、
こ
の
機
械
も
傷
ん
だ
箇
所
が
年
々
増
え
、
一
部
改
造
も
含
め
て
年
度

末
に
は
修
理
を
考
え
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
機
械
で
皆
様
に

ハ
ン
バ
ー
グ
を
提
供
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。�

�

〝
　
�

　
〟
�
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青年部活動や地域の乳牛改良に情熱を燃やす
正志くん。一方、三千代さんは兵庫県神戸市の
出身。チャレンジ精神旺盛で明るい性格、少し
そそっかしい面もあるとか…。
こんな二人が10月にめでたく結婚。「みんなに

愛され、親しまれる家庭を築きたい」と話す正
志くん、三千代さん。たまには“刺激”を求め
た生活も期待しているそうです。

計根別

本　田　正　志くん（32）
三千代さん（37）

10月22日挙式

趣味のスロットと共進会に夢中な智裕くん。明
るい性格と頑張り屋さんの侑子さん。侑子さんは、
中標津町の出身で卸売市場の事務経理を担当して
いました。この若い二人がみんなに祝福され11
月に結婚。〝落ち着きのある家庭づくり〟が当面
の目標と話す二人。さらに「地域の若者を代表す
るリーダーとして頑張ります」と話す智裕くん。
今後の活躍を楽しみにしています。

東西竹

須　崎　智　裕くん（20）
侑　子さん（20）

11月23日挙式
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十
一
月
二
十
四
日
、
毎
年
恒
例
と

な
る
管
内
視
察
を
Ｊ
Ａ
中
標
津
の
桜

井
幸
一
牧
場
、
佐
々
木
昭
雄
牧
場
に

て
会
員
十
二
名
と
や
や
少
な
い
参
加

者
の
も
と
行
っ
た
。

桜
井
牧
場
で
は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
で
二
五
〇
頭
を
飼
育
。
平
均

乳
量
は
八
、
五
〇
〇
㎏
と
抑
え
、
長

命
連
産
を
目
指
し
た
酪
農
経
営
だ
っ

た
。
体
型
面
で
は
、
体
長
・
体
高
と

も
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
牛
群
で
あ

り
、
と
く
に
蹄
床
の
厚
さ
に
は
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
牧
場
の

牛
舎
は
、
既
存
堆
肥
舎
と
Ｄ
型
を
改

造
し
て
建
設
。
低
コ
ス
ト
な
が
ら
本

人
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
施
設
で
し

た
。（
既
存
堆
肥
舎
の
活
用
に
あ
た

っ
て
は
、
事
業
補
助
金
の
全
額
を
返

還
し
た
そ
う
で
す
）

佐
々
木
牧
場
で
は
、
タ
イ
ス
ト
ー

ル
牛
舎
で
経
産
五
十
四
頭
、
未
経
産

一
五
〇
頭
を
飼
育
。
未
経
産
の
う
ち

一
〇
〇
〜
一
二
〇
頭
は
府
県
か
ら
の

預
託
牛
で
あ
り
、
計
根
別
管
内
で
は

見
ら
れ
な
い
経
営
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。

白黒通信�
計根別乳牛改良連合会�

個性的な経営スタイルを�
　　　　　 学んだ管内視察�
�

真面目？でセンスの良さ？が自慢である授精師の完くん。とても優しく、行動力のある理恵さん。理恵
さんは、東京都の出身で酪農学園大学卒業。その後、カナダでホームステイ。帰国後は、慶応大学の実験
助手を勤めていました。二人の出会いは、〝酪農学園大学〟。６年間の交際期間を経て、めでたく結婚とな
りました。「笑いの絶えない家庭を築きたい」と話す二人。これからも二人仲良く、農協、地域のために
頑張ってください。

職 員

佐々木　　完くん（26）
理 恵さん（25）

11月27日挙式

通路からの糞尿とエサを仕切る工夫が…熱心に説明を聞く参加者 既存堆肥舎、Ｄ型を改造したフリーストール
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酪
農
の
基
本
と
最
先
端
技
術
を
学
び
、

新
た
な
仲
間
と
知
り
合
っ
た
研
修
会

え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る
で
は
、
十
一
月
五
〜
六
日
に

か
け
て
、
メ
ン
バ
ー
四
名
の
参
加
に
よ
り
江
別
市
方

面
で
の
管
外
視
察
研
修
会
を
行
っ
た
。

今
年
の
研
修
会
は
、
江
別
市
で
酪
農
を
営
む
河
野

牧
場
を
視
察
。
当
牧
場
で
は
「
自
然
循
環
型
酪
農
」

に
拘
り
、
良
質
な
堆
肥
、
土
、
草
づ
く
り
に
取
り
組

む
酪
農
経
営
を
学
び
、
酪
農
後
継
者
と
し
て
働
く
三

女
の
愛
さ
ん
（
女
性
）
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
実

施
し
ま
し
た
。
愛
さ
ん
か
ら
「
え
ふ
・
す
う
ぃ
ー
る

の
噂
は
聞
い
て
お
り
、
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
と
熱
心
に
会
話
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
酪
農
学
園
大
学
を
視
察
。
高
橋
副
理
事

長
（
前
組
合
長
）
の
配
慮
に
よ
り
学
園
内
、
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
牛
舎
、
附
属
動
物
病
院
を
見
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
と
く
に
、
動
物
病
院
で
は
、
最
新
技

術
と
施
設
が
完
備
さ
れ
、
国
内
で
も
最
大
規
模
の
施

設
。
家
畜
処
理
シ
ス
テ
ム
で
は
高
温
（
八
〇
〇
〜
一
、

二
〇
〇
度
）
焼
却
炉
が
設
置
さ
れ
、
炭
化
・
無
害
化

さ
れ
た
家
畜
を
土
壌
改
良
材
と
し
て
再
資
源
化
す
る

な
ど
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
取
り
組
み
に
メ
ン
バ

ー
も
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
た
び
の
視
察
研
修
会
で
は
、
堆
肥

と
土
づ
く
り
が
良
質
な
草
を
つ
く
り
、
健
康
な
牛
が

美
味
し
い
牛
乳
を
生
産
す
る
と
い
う
酪
農
の
基
本
を

再
確
認
。
さ
ら
に
、
酪
農
の
最
先
端
技
術
を
知
り
、

今
後
の
酪
農
経
営
を
考
え
る
う
え
で
、
と
て
も
い
い

勉
強
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
大
の
収
穫
は
女

性
後
継
者
で
あ
る
河
野
牧
場
の
愛
さ
ん
と
の
出
会
い

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
愛
さ
ん
と
連
絡
を
と
り
、
長

く
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
プ
の
使
い
方
を
知
り
、大
満
足

今
年
で
二
回
目

と
な
る
〝
モ
ク
シ

づ
く
り
〞
を
十
一

月
二
十
五
日
、
有

原
国
男
さ
ん
（
西

竹
）宅
で
行
っ
た
。

モ
ク
シ
づ
く
り

は
、
前
回
同
様
に

有
原
国
男
さ
ん
を

講
師
と
し
て
、
搾

乳
を
終
え
た
夜
八

時
か
ら
約
三
時
間

に
わ
た
り
進
め
ら

れ
た
。
有
原
さ
ん
か
ら
は
「
モ
ク
シ
は
簡
単
。
慣
れ

れ
ば
十
五
分
で
出
来
る
」
と
話
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
も

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
い
か
ず
悪
戦
苦
闘
。
し
か
し
、
何
と
か
作
り
上
げ

た
モ
ク
シ
は
、
愛
着
が
沸
く
の
か
大
切
に
使
わ
れ
る

よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
モ
ク
シ
の
み
な
ら
ず
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ロ
ー

プ
の
結
び
方
や
編
み
方
も

指
導
さ
れ
た
。
日
常
作
業

で
よ
く
使
う
ロ
ー
プ
「
こ

ん
な
利
用
方
法
も
あ
る
ん

だ
ー
？
」
と
メ
ン
バ
ー
も

い
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

愛さんと一緒に…

通路には豊富な麦カンが…
フリーストールからの糞尿も

見事に積み上げ

なかなか思うように出来ないメンバーZ

熱心に指導する有原理事

高橋副理事長に歓迎され、
会話も弾みました。

校　舎シラカバ並木

インテリジェント牛舎

酪農学園中央館（10F）から
見た風景



初 乳 に つ い て

産
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
牛
は
病
原
体
に
対
す
る

抵
抗
力
が
弱
い
た
め
様
々
な
病
気
に
な
る
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
。

初
乳
を
正
し
く
給
与
す
る
こ
と
で
免
疫
グ
ロ
ブ

リ
ン
が
子
牛
に
確
実
に
伝
達
さ
れ
、
下
痢
等
の
病

気
の
発
生
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

初
乳
の
比
重
を
測
る

初
乳
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
濃
度
は
比
重
計
を
使

っ
て
簡
単
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
初
乳
の

比
重
を
測
る
時
に
は
初
乳
の
温
度
が
二
〇
℃
の
条

件
で
お
こ
な
い
ま
す
。）
一
般
的
に
初
乳
の
グ
ロ

ブ
リ
ン
濃
度
は
初
産
牛
よ
り
も
経
産
牛
の
方
が
高

く
な
り
ま
す
。

十
分
な
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
が
初
乳
に
含
ま
れ
て

い
る
比
重
の
目
安
は
一
・
〇
五
以
上
で
す
。ま
た
、

初
乳
の
比
重
が
低
い
牛
は
乾
乳
期
の
栄
養
管
理
に

問
題
が
あ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

図
一
に
Ａ
牧
場
の
初
乳
の
比
重
の
計
測
値
を
示

し
ま
し
た
。

Ａ
牧
場
で
は
比
重
が
一
・
〇
五
に
満
た
な
い
初

乳
が
約
四
〇
％
で
あ
り
、
十
分
な
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
が
含
ま
れ
て
い
る
初
乳
は
思
っ
た
よ
り
少
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
市
販
の
「
初

乳
パ
ウ
ダ
ー
」
等
を
利
用
す
る
か
、
あ
ら
か
じ
め

比
重
の
高
い
初
乳
を
凍
結
保
存
し
て
お
く
こ
と
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

初
乳
の
給
与

初
乳
の
給
与
は
原
則
と
し
て
分
娩
後
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
お
こ
な
い
ま
す
。
子
牛
の
腸
管

か
ら
の
初
乳
の
免
疫
抗
体
の
吸
収
率
は
時
間
の
経

過
と
と
も
に
低
下
す
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
出

生
直
後
の
子
牛
の
第
四
胃
内
に
は
二
か
ら
三
リ
ッ

ト
ル
の
羊
水
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
羊
水
が
残

っ
て
い
る
間
に
初
乳
を
給
与
し
て
も
十
分
な
免
疫

抗
体
を
吸
収
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
初
乳
給
与
の
適
期

は
子
牛
が
哺
乳
意
欲
を
示
し
た

時
で
す
。
正
常
分
娩
で
生
ま
れ

た
子
牛
な
ら
出
生
後
三
〇
分
か

ら
二
時
間
く
ら
い
で
哺
乳
行
動

を
お
こ
し
ま
す
。
こ
の
時
期
を

逃
さ
ず
に
初
乳
の
給
与
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

初
乳
の
給
与
量

子
牛
が
十
分
な
抗
体
を
持
つ

た
め
に
は
少
な
く
と
も
一
〇
〇

ｇ
の
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
で
き

れ
ば
二
〇
〇
ｇ
）
を
初
乳
か
ら

得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
比
重
が
一
・
〇
五
以

上
の
初
乳
を
二
リ
ッ
ト
ル
給
与

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
分
娩

後
二
時
間
以
内
に
二
リ
ッ
ト

ル
、
十
二
時
間
以
内
に
更
に
二

リ
ッ
ト
ル
の
初
乳
を
給
与
し
ま
す
。

初
乳
の
比
重
を
測
る
こ
と
で
子
牛
の
下
痢
を
予

防
し
た
り
、乾
乳
期
の
栄
養
状
態
を
知
る
こ
と
で
、

そ
の
後
の
対
処
が
速
や
か
に
で
き
た
り
と
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
初
乳
の
比
重
計
測
を
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。
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図1 Ａ牧場の初乳の比重の計測値



「繁殖管理のコツ」繁殖成績の良い農家に聞きました

繁
殖
成
績
の
良
い
農
家
の
お
話
し
を
集
め
て
み

ま
し
た
。
お
話
し
を
聞
く
内
に
「
繁
殖
へ
の
こ
だ

わ
り
と
工
夫
（
コ
ツ
）」
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

（
図
一
）

一
、
牛
の
発
情
（
発
情
を
見
せ
る
）

発
情
を
発
見
し
受
胎
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
牛

の
発
情
が
キ
チ
ン
と
来
る
」
こ
と
が
必
要
で
す
。

成
績
の
良
い
農
家
で
は
、
飼
養
管
理
技
術
の
水
準

が
高
く
、
分
娩
前
後
の
管
理
を
し
っ
か
り
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
卵
巣
、
子
宮
の
回
復
も
順
調
に
進

み
牛
が
明
確
な
「
発
情
兆
候
」
を
示
し
て
い
ま
す
。

二
、
早
期
発
見
（
早
く
見
つ
け
る
）

乳
牛
の
発
情
に
は「
授
精
を
す
る
た
め
の
発
情
」、

「
授
精
後
受
胎
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
再
発
情
」

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
発
情
を
発
見
す
る
た
め
に
成
績
の
良

い
農
家
で
は
、「
発
情
兆
候
を
い
つ
見
る
か
、
何

を
見
る
か
」
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。（
図
二
）

ま
た
、
繁
殖
管
理
の
全
体
に
つ
い
て
把
握
し
て
い

る
責
任
者
が
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
ま
す
。

三
、
初
回
授
精
日
数
（
早
く
付
け
る
）

成
績
の
良
い
農
家
で
は
、
分
娩
後
四
〇
か
ら
五

〇
日
頃
の
「
初
回
発
情
」
と
そ
れ
に
続
く
五
〇
日

か
ら
六
〇
日
頃
の
発
情
を
特
に
注
意
し
て
確
認
し

て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
発
情
を
確
実
に
発
見
し

授
精
す
る
こ
と
で
、
初
回
授
精
日
数
が
短
く
な
り

分
娩
間
隔
も
一
年
一
産
を
す
る
た
め
の
適
正
範
囲

に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
三
）
分
娩
後
の
確
実
な

発
情
チ
ェ
ッ
ク
と
早
い
授
精
開
始
が
繁
殖
成
績
を

良
く
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

四
、
記
録
シ
ス
テ
ム
（
キ
チ
ン
と
記
録
）

成
績
の
良
い
農
家
に
は
、
繁
殖
に
関
わ
る
情
報

を
記
録
す
る
シ
ス
テ
ム
が
し
っ
か
り
し
て
い
ま
し

た
。「
ど
ん
な
情
報
を
」「
誰
が
」「
ど
の
よ
う
に

（
何
に
）」
記
録
す
る
か
が
発
情
を
見
つ
け
出
し
授

精
す
る
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
四
）
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図1　繁殖のコツ　優良農家の共通点

図2　発情発見（観察）の実施事例

図3　初回受精の開始と平均初回受精日数

図4　繁殖管理の記録システム



分娩予告警報装置について

[１] 分娩予告警報装置とは

分娩予告警報装置（以下分娩警報装置）は、分娩予定牛の膣内に発信機を挿入しておくと、分娩直前

（破水時）に発信機が先に体外へ排出されます。その時、膣内と体外の温度差をセンサーが感知して、携

帯電話に発信する仕組みになっています。

[２] 分娩警報装置の特徴

分娩警報装置はモニターシステムのように画面上で牛の状況を見ることはできませんが、破水すれば、

周辺でトラクターに乗っていても、夜寝ていても、携帯電話の画面で分娩が近いことを知らせてくれます。

特に厳冬期の朝方にかけて出産が予想されるとき、数時間おきの牛舎見回りの苦労を解消すると同時に、

気づかないうちに出産して、仔牛を凍死させてしまったというような分娩事故も予防できます。

[３] 使用事例と動作状況

計根別農協管内では和牛生産

振興部会で、この分娩警報装置

が使われています。下図にこれ

までの動作状況を示しました。

誤作動が23％となっています

が、そのうち10％はスイッチの

入れ忘れなどによる使用者側の

ミスによるものでした。総合的

に判断しますと、９割近い確率

できちんと「分娩の直前である」

という状況を教えてくれる機械

ということです。これから迎え

る厳冬期中の分娩事故などを防

ぐと同時に、「いつ産まれる

か？」という心理的不安の解消や、「夜中の見回り回数を減らすことが可能になる」というような労働軽

減に貢献するものと考えられます。

詳しくは北根室地区農業改良普及センターまたは計根別農協購買課までお問い合わせ下さい。
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使用頭数80頭　調査期間：H15年12月～Ｈ16年６月

図　分娩警報装置の動作状況　（北根室普及センター調査）
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今
年
も
行
っ
て
き
ま
し
た

剣
道
大
会

十
月
二
十
一
日
に
札
幌
市
豊
平
区

に
あ
る
、
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

で
北
海
道
警
察
剣
道
大
会
が
開
催
さ

れ
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。

結
果
は
、
残
念
な
が
ら
二
回
戦
で

昨
年
の
準
優
勝
チ
ー
ム
の
富
良
野
警

察
署
に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
負
け
た
と
は
言
え
我
が

選
手
団
は
、
な
か
な
か
熱
の
こ
も
っ

た
良
い
試
合
を
し
ま
し
た
ョ
。

来
年
も
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
た

な
ら
…

今
年
以
上
に
思
い
出
に
残
る
、
良

い
試
合
を
し
て
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

走
行
中
の

携
帯
電
話
等
の
使
用

規
制
強
化
！

今
年
の
十
一
月
一
日
か
ら
、

自
動
車

ま
た
は

原
動
機
付
き
自
転
車

を
運
転
中
に
携
帯
電
話
等
の
使
用
に

対
す
る
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

違
反
と
し
て
検
挙
さ
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
等
を
手
で
持
っ
て
、
通

話
し
た
り
、
メ
ー
ル
の
送
信
等
の
た

め
画
像
を
注
視
し
て
い
た
ら
、

普
通
車
の
場
合

点
　
数
　
一
点

反
則
金
　
六
千
円

に
な
り
ま
す
ョ
。

車
を
運
転
す
る
時
は

☆
ド
ラ
イ
ブ
モ
ー
ド
に
す
る
。

☆
ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
装
置
を
使
用
。

す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

『
俺
は
…
、
私
は
…
、
大
丈
夫
。』

と
決
し
て
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

危
険
性

一
　
受
信
操
作
時

２
秒
以
上
の
脇
見
に
な
る

二
　
通
話
中
は

反
応
時
間
が
長
く
な
る

三
　
通
話
中
は
、

交
通
の
流
れ

を
乱
し
が
ち
に
な
る

四
　
通
話
中
は
、

前
に
視
線
が
固
定
さ
れ
が
ち

五
　
通
話
中
は

進
路
の
保
持

が
難
し
く
な
る

等
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
み

な
さ
ん
く
れ
ぐ
れ
も
走
行
中
の
携
帯

電
話
の
使
用
は
や
め
て
く
だ
さ
い
ネ

架
空
請
求
に

気
を
付
け
ろ

●

●

●

●

●

身
に
覚
え
が
な
い
の
に
届
い
た
請

求
ハ
ガ
キ
や
弁
護
士
か
ら
の
介
入
通

知
書
又
は
請
求
メ
ー
ル
・
請
求
電
話

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

こ
ん
な
請
求
は
、
無
視
！
知
ら
ん

ぷ
り
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

★
　
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
支

払
わ
な
い
！

★
　
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
は
無
視
！

★
　
電
話
は
き
っ
ぱ
り
拒
否
！

★
　
連
絡
先
が
あ
っ
て
も
問
い
合

わ
せ
な
い
！

★
　
個
人
情
報
は
絶
対
に
教
え
な

い
！

『
お
か
し
い
・
不
安
だ
な
』
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
署
か
消
費
者
セ

ン
タ
ー
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
も
な
く

冬
が
や
っ
て
く
る
！

段
々
と
秋
も
深
ま
り
、
あ
の
寒
〜

い
冬
が
日
に
日
に
近
づ
い
て
き
て
い

る
の
を
感
じ
る
、今
日
こ
の
頃
で
す
。

昨
年
に
比
べ
、
今
年
十
月
中
の
中

標
津
警
察
署
管
内
に
お
け
る
交
通
事

故
の
発
生
状
況
は
、

前
年
比

発
生
　
一
〇
件
　
マ
イ
ナ
ス
一
件

死
者
　
　
〇
名
　
マ
イ
ナ
ス
五
件

傷
者
　
一
〇
名
　
プ
ラ
ス

一
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
生
も
亡
く
な
ら
れ
た
方
も
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
年
末
に

掛
け
て
の
天
候
、
道
路
状
況
を
考
え

る
と
安
心
し
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
の
四
月
以
降
、
計
根
別
駐
在

所
で
速
度
の
取
締
を
幾
度
も
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
思
っ
た
ほ
ど
効
果
が

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

管
内
の
皆
さ
ん
は
、
気
を
付
け
て

走
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
も
、
ま
だ
、
違
反
と
し
て
取

締
を
受
け
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

ネ
〜
皆
さ
ん
運
転
に
も
っ
と
責
任

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

責
任
と
は
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い

ば
か
り
で
は
な
く
、
決
ま
り
・
法
律

を
守
る
と
言
う
こ
と
で
す
。

駐在所�駐在所�
計根別駐在所 片山　照康�
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答え�
A B C D E F G

組 合 員 ３月31日現在�
　正組合員数　　 209人�
　正組合員戸数　　 200戸�
　酪農家戸数　　 177戸�
　准組合員数　　 212人�
　　　　　　　（うち団体５）�
乳牛頭数  ７月調べ�
　経 産 牛　11,652頭�
　未 経 産 牛　  7,714頭�
　合　　　　計　19,366頭�

クロスワードパズル10月号の答え�

クマガデタ�
抽選の結果下記の方が当選いたしました。�

すてきなプレゼントを差し上げます。企画振興係でお受け取り下さい。�
熊谷 昌仙さん   須崎 侑子さん   初岡 久司さん   須崎加代子さん   高橋 礼路さん�

あ
と
が
き

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
三
週
間
。
十
二

月
に
入
っ
て
、寒
さ
も
本
格
的
と
な
り
、先
日

の
大
雪
も
後
押
し
す
る
な
ど
毎
日
の
仕
事
も

苦
痛
と
な
る
季
節
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
十
一
月
二
十
九
日
に
道
東
を
襲
っ

た〝
地
震
〞。
計
根
別
地
域
も
震
度
四
〜
五
と

強
烈
な
揺
れ
が
、
地
域
住
民
の
生
活
を
脅
か

し
ま
し
た
。
農
協
事
務
所
内
で
は
、
大
き
な

被
害
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
は
ど
う
で
し
た
か
？
被
害
の
大
き
さ
を
問

わ
ず
、
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
農
協
ま
で
ご
相

談
願
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
十
日
に
は
、
農
協
給
油
所

の
洗
車
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
組
合
員
の
皆
様
方
に
大
変

な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
よ
り

使
い
や
す
く
、
便
利
に
な
っ
た
洗
車
場
を
是

非
ご
利
用
願
い
ま
す
。

最
後
に
、
十
二
月
は
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
。

何
か
と
出
か
け
る
機
会
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
が
、
車
の
運
転
と
健
康
管
理
に
は
充
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

cタテのキー
1 ブレーカーにある「Ａ」
2 ニワトリの帽子？
3 「Ｌ」の反対の「Ｒ」を日本語でいうと
4 交渉は表面に現れない所で行われた
5 私というものがありながら！
6 甲よりもワンランク下
7 コンクリートをまぜる機械
8 ローマ数字で「Ｘ」
10「Ｓ」で表される南緯90度
12 25日もケーキ屋さん大忙し
14 シャンプーの後に
15 お金が足りない時に宝飾品等を入れに行

く
17 電圧の単位「Ｖ」
20 ここを通って学校に行きます
22 お坊さんがぽくぽく叩く
24 温泉に来たのを実感する「Ｓ」の臭い
26 お客さんが乗っていないタクシー
28 団体のメンバーです
29 ドライブ中によく見かける「Ｐ」
31 ローマ数字で「Ｉ」
33 ペンキ○○○○のベンチに座ったら服が

汚れちゃった
35 ○○○券で本を買う
37 男性は大きいと喜ぶ？「Ｂ」
39 ゴルフで向かい風
41 教室で礼の前にする
43 スーパーで魚は料理しやすい形で売られ

ている
46 原子力発電に必要な「Ｕ」
47 別名テンジクネズミともいう、げっ歯類

の一種
49 細長く切れ込んでいる目じり
51 今は21の「Ｃ」
52 給料上げろ！と労働組合がやった
54 不動産のチラシで見かける「Ｌ」
56 最近はフィルムを使わないデジタルが主

流
58 自分からは積極的に動かず待っている
60 様式ではありません
62 ビルなどにある「Ｆ」
63 エルボー

aヨコのキー
1 ＴＶでナイターを見ていると画面によく
出る「Ｏ」

3 数学では「Ｘ」「Ｙ」「Ｚ」で表します
6 大吉出るかなと引く
9 羽化する前の状態
11 この商品にはよくない事情がありそうだ
13 口に大きな袋がある鳥
15 プレゼントに応募しようと思ったらもう

過ぎてて残念
16 土砂が流れ出るのを防ぐ
18 タイヤキのお腹には…
19 不動産のチラシで見かける「Ｋ」
21 服のサイズなどの「Ｓ」
23 カレンダーの真ん中にある「Ｗ」
25 眼を覆う膜
27 「Ｑ」は○○「Ａ」は答え
30 アウトドア
32 うすい着物
34 上を訓、下を音で読むのが○○○読み
36 鳥の口にあります
38 集会、会合
40 ネズミとトラの間
41 千倍を表す「Ｋ」
42 白焼きともいいます
44 口数が多い
45 勝負事ではうれしい「Ｖ」
47 失敗は成功の○○
48 てこで力を加えるところ
50 雪をかきわけて進む車
52 宝塚歌劇団を象徴する花
53 サイフを狙う悪党
55 24まである「ｈ」
57 姉妹の年下のほう
59 自分で回して跳んだり２人で回している

ところに何人でも入って跳んだり
61 秋にナスを食べたいわ
62 忘れないように書いたもの
63 地図でおなじみの「Ｅ」
64 いいことだけ信じます
65 今は宝くじ
66 トランプの「Ｋ」

クロスワードパズル

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを

さしあげます。なお、正解者多数の場合

は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内　

（販売機横）の投書箱へ。または、企画　

課までＦＡＸ（8-2556）お願いします。

《締め切り》平成17年１月15日まで

当選者の発表は「けねべつ」２月号誌上

21

キーのカギカッコ内のアルファベットが、何を略したものかを考えて、マスに入れてください。



〝発 表 会〟
11月20日、中標津総合文化会館にて第42回

中標津町小中学校音楽発表会が開催された。

計根別地域からも計根別、若竹、西竹、養

老牛それぞれの小中学校が参加。町内小中学

校児童が一堂に会して日頃の練習成果を披露

した。

編集／計根別農業協同組合 総務企画部 企画振興課 企画振興係
発行日／平成16年12月10日

平
成
十
六
年
、
申
年
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
十
二
月
五
日

の
強
風
、
吹
雪
で
当
地
域
も
雪
化
粧
と
共
に
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
は
、
年
初
か
ら
未
曾
有
の
大
雪
に
悩
ま
さ
れ
、
組
合
員

皆
様
の
被
害
も
甚
大
な
も
の
と
な
り
、
生
産
活
動
に
も
大
き
な
支
障

が
あ
り
ま
し
た
。

春
、
夏
に
は
昨
年
と
は
う
っ
て
変
わ
り
一
番
草
の
生
育
が
順
調
に

進
み
、
収
穫
作
業
も
例
年
に
な
く
早
期
に
終
了
、
量
的
に
も
十
二
分

に
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
粗
飼
料
分
析
結
果
か
ら
質
的
に
蛋

白
不
足
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
の
分
析
を
行

い
、
飼
養
管
理
に
は
万
全
を
期
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
夏
に
は
猛
暑
と
な
り
乳
牛
と
共
に
辛
い
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
雷
も
発
生
し
、
落
雷
に
よ
る
乳
牛
の
死
亡
、
停
電
に
よ

る
被
害
な
ど
苦
労
も
甚
大
で
し
た
。
そ
し
て
、
度
重
な
る
台
風
の
上

陸
、
年
末
に
は
二
度
に
渡
る
大
き
な
地
震
と
正
に
天
変
地
異
の
一
年

と
な
り
、
後
々
忘
れ
ら
れ
な
い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

日
本
国
内
で
は
、
台
風
被
害
、
新
潟
中
越
地
震
の
被
害
を
見
る
に

つ
け
、
想
像
を
絶
す
る
惨
状
に
は
目
を
覆
い
た
く
な
り
ま
す
。
一
日

も
早
い
復
興
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
何
か
地
球
規
模
で
変
化
が
起
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
は
皆
様
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。残

り
少
な
い
本
年
も
穏
や
か
な
内
に
暮
れ
て
、
静
か
な
新
年
を
迎

え
ら
れ
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
一
年
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
日

纐
纈
　
成
喜


